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先生が変わる!　授業が変わる!

33
パワフルアート宣言!

生徒のパワーに応える

　学校を懐かしんで、卒業生が訪ねて来た。「先生、まだ廊下で授業しているの？」「中

庭の作品はどうなっているの？」教室での活動はあまり記憶にないらしい。私にとって

は、教室も廊下も中庭も同じ活動空間、と意識していたのだが、生徒たちにとっては、

教室よりも強制された感じが少なく、伸び伸びと活動ができたのだろう。また、生徒の

パワーあふれる想いが私に教室以外の場所を選ばせたのだろう。

　ある日、日も暮れかけた美術教室の窓から、畑仕事をしている生徒の姿が見えた。鍬

を振り上げ、必死に土を掘り返している。畑は数十分できれいに耕された。額には汗が

光り、生徒たちは満足そうに作業の跡を見つめていた。そばに指導の先生がいないとこ

ろを見ると、強制的に仕事を押しつけられた訳ではないことがはっきりと分かった。ふ

と畑の奥に目をやると植木鉢があり、その中には授業で植えたトマトの苗があった。そ

の苗は水をやる者もいないのか、うなだれている。植木鉢には、指導者によって指示さ

れたとおり土や肥料がしっかり詰まっているはずなのに。私は、生徒の姿と鉢植えのト

マトとを眺めながら、授業とは何か、学習とは何か、と考えさせられた。

　授業では、生徒に強制する部分があることは、私自身理解していたつもりである。し

かし、それは生徒のエネルギーや欲求を満たしていたのだろうか。鉢植えのトマトのよ

うに、制限された空間の中で、栄養素だけ与えておけば感動する力、表現する力が育つ

と思っていなかっただろうか。

　この機会に、あらためて生徒の造形活動のパワーを考え直してみる必要があろう。生

徒と向き合い、美術の熱くエネルギッシュな部分を伝えていく必要性を感じる。授業の

時間数や、教室の制限された空間をも乗り越え、常に外へと広がり続けていこうとする

生徒のパワーを信じ、それを導いていく活動を続けていきたいものである。

アート★エッセイ

RA T ES YSA

北御牧村（長野県）での住民との
共同制作の様子（2004）

佐藤　時啓
（写真家）

住民参加の
「北御牧村写真プロジェクト」

　長野県北佐久郡北御牧村は、蓼科山を背に浅間山

を正面に望む台地からなっている。2004年東部町

と合併して東御市となったが、失われる村名を記憶

に留めようと、2004年初頭に「北御牧村写真プロ

ジェクト」が行われ、筆者もプロジェクトに参加し

村民と一緒に制作を行った。

　新年早々の日曜日、村民たちは村を流れるなじみ

の深い鹿曲川に続々と集まってきた。川の中洲に

8×10インチの大型カメラを設置し、レンズには長

時間露光の為の減光フィルターを取り付けている。

これから何が始まるのか。以前に行った説明会で作

例を示しているが、村民たちは期待と疑問を相半ば

に待っている。

　鏡を使った作品を皆で共同制作するのだが、いつ

ものように私１人で制作するのではなく、風景の中

に入り込み軌跡を残すのは、あくまでも北御牧の村

民たちなのだ。皆それぞれに手鏡を持ち、カメラに

よって切り取られる風景の中で鏡に陽光を受け、自

らの存在を示すようにカメラに向かって反射させる。

　私が制作する時は、移動し反射させる場所の位置

関係を考え、それが写真に写るときに二次元化され

る事による遠近の圧縮という変化を、常にイメージ

しながら動いている。だが、参加者たちにはそれを

想像することは難しい。したがって１か所にかたま

り過ぎたり、誰も居ない場所があったりと、私自身

が１人で動くのとはまた異なった作品となる。とは

言え、作品の意外性、完成後の感動や喜びの量でこ

のワークショップのような形式に勝るものは無い。

完成した作品の中では、皆で反射させた多量の光が

とても力強く輝いている。

　今回のような住民参加型のプロジェクトというス

タイルは、最近頻繁に耳にするようになった。表現

する手段として、近代における個人の自我の確立と

解放という過程を経て、現代では個人の表現に留ま

るのではなく、多くの他者と関わりながら美術を思

考する必然性が出てきた。特種な芸術家個人にでは

なく公共の中にこそ可能

性が潜んでいるのではな

いか。そのコミュニケー

ションとしての美術のあ

り方や可能性が今、さま

ざまな場所で問われ、ま

た試されている。

（さとう　ときひろ）

さ く きた み まき たてしな

とう ぶ

とう み

か く ま
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　岡山県倉敷市には、市内の小・中学生の造形作

品が一堂に展示される美術展がある。この美術展

は「倉敷っ子美術展」と呼ばれ、19年間も続いて

おり、倉敷の地域に根ざした代表的な行事として

定着している。私は倉敷市小学校教育研究会図画

工作部の役員としてこの美術展の運営に携わって

いるが、その経験を生かして、倉敷っ子美術展の

紹介をしたいと思う。

　倉敷っ子美術展の取り組みについての成果を以

下のように挙げながら紹介していく。

　（１）鑑賞活動をする場の提供

　今年の倉敷っ子美術展では、15日間の会期中に

9995人の方が入場し、そのうち団体鑑賞は保育園

２園、幼稚園８園、小学校30校、計3530人の子ど

もたちが訪れ、校外学習として鑑賞活動をしてい

る。ある学校では、友達の作品を鑑賞することが

できる倉敷っ子美術展を開催している市立美術館

と、その近くにある、世界的に有名な画家や彫刻

家の作品を鑑賞することができる大原美術館（エ

ル・グレコやゴーギャンの展示作品で有名）の両

もたちの表現の思いが伝わるような展示の方法が

工夫されていた。

　毎年、各学校が工夫した展示を実践することに

よって、他の学校が参考にしたり、より工夫した

ものにチャレンジしたりするようになった。

　以上のような成果を参考にしながら、この倉敷

っ子美術展を実際に鑑賞してほしい。

　次回は、区切りの第20回展である。そこで、市

内の図画工作部の先生方が講師となって会場で記

念ワークショップを計画している。

　日時：平成18年２月３日（金）～２月19日（日）

　子どもたちのパワフルアートで埋め尽くされる

倉敷っ子美術展が開催される倉敷市立美術館に、

ぜひ足をお運びください。

（おかね　まこと）

やお姉さんの作品はすごいな」とか「○年生にな

ったらあんなのができるんだ」というような感想

を持つことができ、関心・意欲が高まる。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　（４）多様な展示方法の工夫

　参加申込書に、展示形式の希望（展示パネル、展

示台またはパネルと展示台）と、使用スペースの希

望（壁面か床面）と、展示内容（展示テーマ、参加学

年、展示想定図）を記入してもらう。会場構成を担

当した私の所に送られてきたものは、実に多種多

様で各学校の特色あふれるものであった。

　例えば「ぼくらの水族館」のテーマで巨大モビ

ールを展示した学校は、出入り口に近くやや空気

の流れがあるロビーで、自然に動くように展示の

方法を工夫していた。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　また、壁面パネルに版画、展示台にエッグアー

トを展示した学校は、平面と立体をミックスして

展示の方法を工夫していた。

　他にも、作品を吊るしたり（写真１）、電源を使

って作品の中を光らせたり（写真２）、森をイメー

ジした背景をつくったり（写真３）するなど、子ど

方を訪れるというような地域の特色を生かした鑑

賞活動を展開している。

　また、多くの一般市民も鑑賞することで、学校

での図画工作科や美術科で実践していることを紹

介できる場になっている。

　（２）美術館に展示される気持ちよさ

　本校では、毎年３年生全員の作品を出品する。

図工の好きな子や嫌いな子、得意な子や苦手な子、

コンクールにいつも入賞する子や出品しても展示

されることのない子などどんな子どもでも、美術

館で作品が展示される。そこでは、教室や廊下の

掲示板とは比較にならない、普段は有名な芸術作

品が展示されている大きな美術館に自分の作品が

展示される気持ちよさを味わうことができる。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　（３）造形表現の発達段階が一目瞭然

　今年の出品点数は、小学校（平面2713点、立体

3103点、共同制作23点の計5839点）・中学校（平面

2133点、立体943点、共同制作８点の計3084点）合

わせて総計8923点だった。その点数の小学校１年

から中学校３年までの平面や立体の作品が一堂に

展示されるので、造形表現の発達段階が一目でよ

くわかり、系統的な指導に役立てることができる。

また、子どもたちにとっても、「中学生のお兄さん

特　集 パワフルアート宣言！
特　集●パワフルアート宣言！

倉敷っ子美術展
～わくわくドキドキ感動いっぱい夢いっぱい～

岡山県倉敷市立粒江小学校　岡根　誠

1．はじめに

2．取り組みの成果

中学生の作品を鑑賞している小学生

魚が動いて見える展示

大きな空間に展示

限られたスペースを有効に利用した展示

（写真１） （写真２）

（写真３）

3．第20回展にむけて

団体で鑑賞している姿
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特　集

　現在私の担当している１年生の多くが自分の描

く力に不満を持ち、その理由は不器用だからとい

うものがほとんどだった。小学校から中学校にか

けてのこの時期、本物そっくりに描きたいという

欲求が高まり、自分が描いた絵とのギャップから

美術嫌いになる生徒も多い。美術の基礎基本はス

ケッチなど描く力と思われているが、本当の基礎

基本は対象を見る力である。見る力を鍛え、描写

力の向上を狙った実践を紹介したい。

　数年前、右脳による描画法のワークショップで

様々な描画訓練を通して、描くことが苦手な参加

者全員が確実に進歩するのを目のあたりにした。

　この描画法はカリフォルニア州立大学のベティ

ー・エドワーズ女史が提唱する描画理論である。

脳の認識を右脳モードへ切り替える方法を学ぶこ

とにより、誰でも絵を描く能力が向上するという

ものである。「描く」技能は車の運転、スキー、歩

行などと同様、全体として一つの技能に統合され

るいくつかの技能によって構成され、それらをい

ったん習得し、統合できれば後は描けるようにな

るというのである。「描く技能」は五つの基本技能

で構成され、その要素となる技能は次の「右脳に

よる知覚する技能」である。

　（１）　端部の知覚（縁の感覚）＝輪郭線

　（２）　スペースの知覚（空間の感覚）＝背景

　（３）　相互関係の知覚

　　　（角度とプロポーションの比例感覚）

　（４）　明部と暗部の知覚（光と陰の感覚）

　（５）　全体を知覚しようとする感覚

　　　（ゲシュタルトの感覚）

　この右脳による知覚を妨げているのが、左脳の

　９か月間コントゥールドローイングを実施して

きた１年生の作品である。果物か野菜をモチーフ

にすることが条件だったが、アイデアスケッチの

段階から奇抜な発想の作品が多数見られた。右脳

が活性化すると発想力も向上すると言われている。

知覚である。例えば椅子を描く場合、まず、眼か

ら物体の情報が入り、左脳がこれまで蓄積したデ

ータベースに照らし合わせ、椅子だと判断する。

そこでは「これは座るためにつくられた椅子と名

付けられた物で、既にどんなものか十分知ってい

る」という決定がなされ、だから左脳はそれ以上

観察したり情報を得ようとはしない。必要最小限

の情報を得れば十分なのである。この描画法では

左脳の知覚を抑え、右脳による知覚へ切り替える

ための方法が確立されていた。

　（１）コントゥール（輪郭）ドローイングの導入

　この作業は、毎回授業の始め５分程度実施して

いて、手や丸めた紙、松ぼっくりなどできるだけ

複雑な物を描かせるようにしている。例えば手を

描く場合、生徒は手のポーズを決め描き始める。

この時、決して描いている絵の方を見てはならな

い。そして、毎秒１ミリ程の速さで、手の輪郭、

細かなしわの１本までを眼で追い、同じ速さで、

目の動きに合わせ鉛筆を動かす。普段作業に集中

できない生徒もこの時は一言も話さず描く。この

訓練のねらいは、細部までじっくり観察させ、普

段では考えられない量の情報を眼から脳に伝える

ことにより、無駄を嫌う左脳モードを抑えること

にある。

　（２）上下逆さまで描く

　人物を逆さまに模写させた課題である。生徒は

最初戸惑うが、見慣れると意味の無い曲線や形を

写す作業が案外描きやすいことに気付き始める。

　（３）ネガのスペースを描く

　椅子以外の形（ネガのスペース）に注目させ右脳

モードに切り替える方法である。意味を持たない

余白の形は左脳をギブアップさせる。

　この描画法は決して本物そっくりに描くことが

最終目的ではない。右脳を活性化させ、より豊か

な発想をもとに創造的に人生を生きていくための

ものである。右脳による柔軟な思考とアイデアで、

生徒が生き生きと学ぶことのできる授業をつくり

出していきたい。 （とうかい　たかなお）授業中の風景

パワフルアート宣言！
特　集●パワフルアート宣言！

「絵を描いて右脳を鍛えよう」

青森県弘前市立第一中学校　東海　孝尚

ネガのスペースを見て椅子を描く

生徒の描写例

1．はじめに

2．脳の右側で描く
3．授業での実践例

4．右脳の活性化は発想力も伸ばす

5．おわりに

今回の実践での生徒作品

逆さまで描いた作品例
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の成長とともに参観者も増加し、岡崎市民の秋の

大きな文化行事として、親しまれるようになった

のである。

（１）主　催

　岡崎市現職教育委員会図工・美術部

（２）目　的

①市内の公立幼・小・中学校、全児童・生徒の作

品を展示・発表する場をつくり、造形表現の喜

びを味わわせるとともに、今後の表現力伸長の

一助とする。

②テーマをもとに、学校単位で現内容・素材・技

法等の研究を重ね、その成果を発表する場とす

る。

③１時間１時間の授業の中で生まれた作品のうち、

野外展示にふさわしいものを選び、展示方法を

工夫して発表する。

④造形教育の意義を広く社会に伝え、作品を通し

て心の触れ合いを深める場とする。

⑤過去の成果に学びつつ、今後の造形展の在り方

を追求し、あわせて図工・美術教育の推進を図

る機会とする。

（３）期　日　10月の第四土曜日・日曜日

（４）会　場

　おかざき世界子ども美術博物館の館外一帯

（５）研究テーマ

　素材・指導方法・展示方法など、教師の研修を目

的に、研究テーマを決め、学年ごとに取り組む。

（６）内　容

①作　品

・研究作品

　小・中学校ともに１つの学年を対象にテーマを

決め、素材や表現方法等を研究して作品づくり

をする。

・自由作品

　エリア単位でテーマを設定し、自然を生かした

野外展にふさわしい作品づくりをする。

②造形コーナー

・木切れ、自然物（木の葉、木の実等）を材料とし

て、つくって楽しむコーナーや工作紙を使って

遊ぶコーナーを無料で設置する。

（７）企画・運営

①岡崎市現職教育委員会図工・美術部は下記の組

織をもって企画・運営にあたっている。

［総務部］

　展覧会全般にわたる企画・運営について、原案

作成と提案、運営にあたる。

［会場部］

　会場構成、搬出入の企画・運営、諸材料・機材

道具の調達にあたる。

［作品部］

　テーマ、課題・自由作品の原案作成と提案、作

品の管理にあたる。

［造形部］

　造形コーナーの企画・運営にあたる。

［広報部］

　広報活動の企画・運営にあたる。

　図工・美術の授業時間数が削減された当初、学

年を指定して開催してはという一部の声や、子展

の開催自体を危ぶむ声が聞かれた。しかし、岡崎

の子どもたちすべての作品を会場に平等に展示す

るという子展創立時の理念は躊躇なく踏襲された。

　授業時間削減で最も苦労したのは、中学校の美

　昭和39年11月22日（日）、「第１回造形おかざきっ

子展」が産声をあげた。昭和39年と言えば東京オ

リンピックが開催され、東海道新幹線が開通した

年である。開催日当日は好天に恵まれ、市内外か

ら多くの参観者が訪れたことが記録に残っている。

しかし、造形おかざききっ子展（以下子展）の開催

までには多くの諸先輩先生方の涙ぐましい努力と

試行錯誤・美術教育に対する情熱があった。

　子どもたちの創り出す造形作品は、子どもたち

自身の夢や願いであり、生命そのものである。１

時間１時間の図工・美術の授業で生まれた作品を

校内の展示だけで終わらせたくない。野外展示が

可能なものを一箇所に集めて展示し、子どもたち

に自信を持たせ創造の芽を伸ばしたい。こうした

教師の願いがこの野外展を生み出したのである。

　子展が企画された当時は、このような大規模な

造形展を開催している地域も少なく、また、企画

段階においても予算面や展示方法など多くの課題

を抱えていた。

　現在のような予算措置もなく、図工・美術に携

わっている教師たちが、自前で色紙や絵皿を描き

特　集 パワフルアート宣言！
特　集●パワフルアート宣言！

創造の翼を広げて

愛知県岡崎市立甲山中学校　太田　幹雄
（造形おかざきっ子展事務局）

～造形おかざきっ子展の歩み～

販売し、展示等

に必要な物品を

購入して運営し

たというエピソ

ードも残されて

いる。

　その後、この

教師たちの熱意

が市当局や教育

術教師たちであ

る。限られた時

間で少しでも質

の高い作品を、

子どもたちの意

欲を引き出す題

材を、と試行錯

誤がくり返され

委員会に認められ、昭和39年に市内篭田公園で第

１回展が開催されたのである。以後回を重ねるご

とに作品の質も充実し、出品点数も増えた。子展

た。毎年９月に開催される教育研究集会では、こ

のような悩みや創意工夫を発表し合い、より質の

高い授業を目指してきた。小学校でも専門の教師

が少ないという不安がある中、各学校が図工主任

を中心にまとまり工夫を進めてきた。

1．造形おかざきっ子展誕生

2．造形おかざきっ子展の運営方法

3．造形おかざきっ子展の今

教育研究集会での討議

家族で
作品を見つけた喜び

昭和41年　第３回展会場風景

　このような教師の努力の成果が実を結び、本年

度は無事42回展を迎えることができる。平成15年

に開催された40回展では記念展として従来あった

中学校を中心としたブロック制による展示をやめ、

より学校独自の工夫を生かせるエリア制を導入し、

組織運営などの改革も積極的に進めている。

　また、岡崎市は平成18年に隣接する額田町との

合併が決まっている。これを機会に新しい造形お

かざきっ子展への機運も高まっている。

　「わたしたちは、こどもたちにたくましい行動力

と、みずみずしい感性を期待する。教師自らがま

ず創造し行動しないならば、どうしてこどもたち

への教育に取り組めようか」。これは42年前に産声

をあげた第１回展の実施計画書の巻頭言である。

造形おかざきっ子展が積み重ねてきた造形活動へ

の取り組みは、子どもたちの持つ無限の可能性へ

の賛美と美術教師の造形教育にかける情熱の証で

あると言える。

　今こうしている中でも、教室から新しい創造の

芽が芽吹いている。私たちはこの芽を大切に見守

り育てていきたい。

（おおた　みきお）

作品搬入　PTAも応援

第41回展
オープニングセレモニー

親子でにぎわう
造形コーナー
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分のロープライトは買い足しましたが、基本的に

は大村市が以前購入していたものをお借りしたり、

地域の家庭に使用しないまま残っていた材料を利

用したりして制作しました。実際、これだけの材

料をすべて購入するとなるとかなりの金額になり

ます。しかし耐久性はあり、継続して使用してい

けば元は取れると考えますが、どうでしょうか？

　「しあわせ街道（国道444号線）」から連想できる

ものを出し合い、ひとつのウェビングマップにま

とめました。その後、材料等の制作条件も考えな

がら話し合いを行い、テーマやデザインを決定し

ていきました。昨年度は「星座～星を見よう、美

しい夜空を見よう～」、本年度は「天使の詩～すべ

ての人にしあわせな知らせがありますように～」

というテーマで制作を行いました。テーマ決定後、

各自デザインを考えます。生徒が考えたアイデア

スケッチをもとに選考会を行い、デザインを決定

します。

　パネル制作は地域の方をゲストティーチャーに

招き、指導を受けながら一緒に制作しました。制

作場所を運動場にしましたが、これはパネルのサ

イズが大きいこと、下図を直接書いたり消したり

しやすいこと等のメリットがあるからです。

　下図ができると、あとは協力してパネルにロー

プライトを結びつけていきます。完成をイメージ

しながら生徒同士、地域の人たちと協力して楽し

くできる作業だと思います。

　完成作品をフェンスに設置する作業は休日に地

域の方にお願いしましたが、生徒たちも楽しみに

していたのか、休日返上で設置作業を手伝ってい

ました。

　生徒、保護者、地域の方々が集まり、カウント

ダウンとともにイルミネーションを点灯する点灯

式の様子は、国道444号線沿い民家のイルミネーシ

ョンの点灯と合わせて、「しあわせイルミネーショ

ン」として、地域の情報紙や新聞、ケーブルテレ

ビ等に紹介されました。自分たちが協力してつく

った作品を地域に広く発信し、そのリアクション

の大きさに喜び、自信を深めるなど、大変有意義

な造形活動を経験できたと思います。小規模校で

ある本校の生徒にとって、生徒同士や保護者や地

域の方々など、いろいろな人との多くの交流が、

共同制作や展示を通してできたことはよい経験で

した。作品をつくることで人を喜ばせ、自信を持

つことができ、素直な気持ちできれいなものをき

れいと言える…。こんな経験の積み重ねが美術を

愛好する心情を育てたり、人間としての成長につ

ながったりするのだろうと思いました。

　昨年、今年と２年続けて制作を行った結果、中

学校美術科授業の枠を超えて、この実践は地域の

一行事として認知されてきています。昨年と今年、

12月初旬から１月初旬まで、夜間に点灯をしてい

ましたので、お正月に帰省される方々が楽しみに

しているという話も聞きました。今後、地域のイ

ベントとしてさらに定着していけばいいなと思っ

ています。

　しかし、美術の授業の中で制作を行った上での

感想ですが、授業時数を確保するのが困難な状況

の中で、10時間近くを使うのももったいない気が

しています。例えば総合的な学習の時間を活用で

きないだろうか…?　選択教科で取り組んではどう

だろうか…?　これから検討していかなければなら

ない課題だと考えています。

（やました　こうへい）

　晴れた日の昼、海を眺めていると波に陽光がき

らめいていました。夜空を眺めると無数の星たち

が大小さまざまな輝きを見せ、街の明かりも負け

ずにきらきらと輝いていました。美しく、心を癒

してくれる自然や人工の光が私たちの身のまわり

にはたくさんあります。

　特に現代の生活に人工の光は欠かせないものに

なっています。ものを明るく見せたり、ものの形

をクリアーに照らす働きで欠かせないのはもちろ

んですが、心を癒し落ち着かせたり、人の目を引

きつける照明など雰囲気を盛り上げるような演出

の働きも多く見られます。

　本校前を通る国道444号線沿いの各民家でも、ク

リスマスの時期にはイルミネーションを飾ること

で雰囲気を盛り上げることが盛んになっていまし

た。そんな地域の方々と話す中で、地域のＰＲに

なるような巨大なイルミネーションを制作しよう

と考えてみました。５×10ｍのパネル３枚を使用

した「光の絵画」を共同制作するのです。パネル

やロープライトの材料準備や作成、設置作業など

は地域の方々にも協力していただきます。生徒だ

けでなく保護者、地域の人々を巻き込んで「光の

絵画」を共同制作し、作品を広く発信することで

地域をＰＲしたい!!

　そこで本題材を「みんなでつくろう　光の世

界」ということにしました。

　材料は約250ｍ分のロープライトを使用しまし

た。パネルは園芸用のネットを鉄パイプで組んだ

外枠に張ります。その他使用する材料はロープラ

イトをパネルに結ぶ紐ですが、これも園芸用のク

イックタイ（ビニタイ）を使用しました。足りない

特　集

制作風景

パワフルアート宣言！
特　集●パワフルアート宣言！

身近な環境を光で演出
～みんなでつくろう　光の世界～

パネルにライトを結び付けていく

イルミネーションの展示風景

1．はじめに

2．材料について

3．授業の展開

4．生徒の反応
5．おわりに

長崎県諌早市立真城中学校　山下　耕平



　教師がおもしろいと感じてい

る授業は、生徒も同じように感

じてくれるのではないかと、手

探りで新鮮な魅力ある教材を求

めていました。コンピュータの

ように、時代の先端にあるよう

なものではなく、できるだけ自

然に近く、手ごたえのある教材

を探していました。

　９年前に横浜市の市立小学校

図　工　室図　工　室

の研究会として開かれている造

形美術ワークショップに夏休み

の研修として参加しました。そ

の時出会った教材「彫り進み木

版画」に魅せられました。創作

木版画は、版木に彫刻刀で彫る

彫り跡や木目の独特な味わいが

魅力であり、また色面が比較的

単純で明快な美しさもあります。

以前から自分自身の作品制作で

木版画は制作していましたが、

１回50分の授業時間の中では刷

り紙を湿らせる時間と刷りの時

間とをタイミングよく取る事が

難しいのです。同じ理由で、ド

ライポイントの版画制作も週１

回１時間の授業になってから困

難になってしまいました。

　しかし「彫り進み木版画」は、

刷り紙（鳥の子紙）を湿す事なく

そのまま使い、絵の具を伸ばす

スポンジローラーも軟らかで絵

の具をよく吸い、版に色がピッ

タリと乗ります。絵の具も水性

で伸びがよくさらに毎回の後始

末でも洗い流しが簡単でした。

　ワークショップで紹介された

小学生の作品は、軽やかな彫り

で複雑な色の美しさを刷り出す
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美　術　室美　術　室
を達成するためのプロセスであ

り、日々、全く異なることと思

えることも、自分の「未来」に

関係する行動であり、自分の「信

念」を貫くことにも重なる、と

いうことを改めて思い知らされ

たような気がした。

　そして「仕事」という言葉を

「今」という言葉に置き換えたと

き、生徒の聞きたい答えになる

と思えた。

　「美術の先生としての今を選

んだ理由は何ですか」。

　生徒と時間を共有し、個性的

な表現方法を探れる魅力がある

こと。自分の心の中心部分を語

りながら考え続けていきたい。

「今」、私は、そんな自分と向か

い合っている。

（ながお　よしあき）

　「先生になろうと思ったのは

いつ頃ですか。どうして美術の

先生になりたかったのですか」。

　勤務先が変わっても子どもた

ちの「今」の中に共通点を見つ

けることができる。「未来」と向

き合う気持ちにどう答えたらい

いか。それを考えるきっかけを

与えてくれた番組があった。

　「プロフェッショナル・仕事

の流儀」はＮＨＫの新番組だっ

た。プロダクトデザイナーの深

澤直人氏の仕事が取り上げられ

ていて、氏の職業観や人生観を

強く感じた。片言の英語力で米

国のデザイン事務所に飛び込ん

だこと。休日に自分で建てた山

小屋を訪れ草刈りをしながら自

分と向き合う時間をつくってい

ること。名前の書かれた雑巾で

オフィスを掃除することから毎

日が始まること。自分の「今」の

原点を見失わず、毎日を送って

いくことが個性的に生きること

だと感じた。

　「きれいで気持ちのいい所で

しか、気持ちのいいものは生ま

れない」、「跳べないハードルを

跳びます」という言葉が胸を突

いた。一つひとつの過程が目的

　かつて、わたしが美大受験の

ために毎日石膏デッサンをして

いた頃のことである。あるとき

壁にぶつかり、どうしても思う

ように絵が上達せず悩んだこと

があった。一時はもう絵の道に

進むのをあきらめようかとも思

った。しかし、周りからの励ま

しもあり、何とか気を取り直し

て再度描き続けていく決意をし

た。とは言え、相変わらずいく

ら描いてもほとんど埒が明かな

い状態であった。具体的には「納

得のいく空間が出せない」のだ。

同じ道を志す友人からは「石膏

をよく見るしかないと思うよ。

とにかくよく見ることだ」と言

われる。それでもう、ただひた

すら自分なりにはよく見ている

つもりになって描き続けた。

　そして日は経ち、ついにあと

数日後には入試本番というとこ

ろまで押し迫ったある日のこと

（初めて石膏を描き始めてから

果たして何枚目になるのだろう

か…）。それはふとした瞬間に突

然感じられたのだ。３D画面の

立体が浮かびあがるように、自

分の目の前にある木炭紙に求め

ていた空間性が見えてきたので

ある。まさに目から鱗が落ちる

気持ちであった。しかし同時に、

今まで自分なりに石膏を見てい

た見方とは明らかに違う見方

（感じ方、とらえ方）が存在する

ことに気づかされた。そして、

自分なりに頑張ることはとても

大切ではあるが、助言されたこ

とを本当に理解するのはとても

難しいのだなと思った。

　さて、これまでの話は私の極

めて個人的な経験談であるが、

教育現場に立つ現在、果たして

自分は子どもたちにどれだけ理

解されやすい、適切な助言や指

導をおこなっているだろうか。

（ましも　きよし）
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ったのかしら?」「彫りも細かい

しいったい何版使うのかな?」

「すごい力作だね」と言う声を

多く耳にしました。見に来てい

る生徒たちもその感想を聞いて

うれしそうにしていました。

　授業の進め方は、説明よりも

百聞は一見に如かずで、まず彫

りと刷りのデモンストレーショ

ンを見せます。「寄ってらっしゃ

い見てらっしゃい」とバナナの

叩き売りの如くに威勢よく、バ

ットの上の絵の具の伸ばし方や

版木にローラーで色を乗せ紙に

刷る手順の流れやコツなど生徒

を集め、手元を見せながら技法

を伝えます。バレンで擦った後、

刷り上った作品を見て「えー、

色がきれい」、「すごいはっきり

技術の高さを感じました。

　絵の具を伸ばす時、バットの

上に数色を並べローラーで美し

いグラデーションになるよう絵

の具を引き伸ばす技法は、今ま

で考えた事もありませんでした。

この技法には直接描くことでは

得られない表現の可能性を感じ

ました。まるで神の力が入り込

んだように木版画独特の表現が

現れるのです。そしてこのよう

な魅力的な生き生きとした作品

を中学生たちから引き出したい

との思いが募りました。

　試行錯誤を経て、今は２学年

での授業教材として定着しまし

た。校内文化祭作品展で毎年こ

の版画作品を展示します。作品

の前で「きれいな色ね!　どうや

写った」、「わかったから早くや

りたい」と声を上げます。

　制作記録と自己評価や完成作

品の感想など記入するワークシ

ートを活用していますが、「彫る

とどうなるのか不安だった」、

「最後に刷る色を二色にしてみ

た」、「色のかすれが気になった

けどよい効果になっていた」、

「自分でうまく版画ができてう

れしい」など生徒も不安があれ

ば向き合って考えたり、表現の

意欲や創造の喜びに共感し作品

を通して対話を深めたりしてい

る様でした。私の教材としてこ

れからも研究を続けようと思い

ます。

（しみず　かずこ）

神奈川県横浜市立富岡東中学校
清水　和子

「わたしの思い出」 「今」
長雄　義明（秋田県湯沢市立雄勝中学校）真下 清志（群馬県安中市立第二中学校）
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教材研究
小　学　校

をかけたりして、完成した筆の不思議な魅力、今

でもそのときの様子をよく覚えている。あれから

十数年あっちこっち持ち歩いたが、紛失すること

なく今でも時々愛用品として使っている。筆入れ

に入らない不便さがまた別の味わいになる、個性

の強い目立つ奴であります。

　人もみんなそれぞれ性格や個性の違いがあるの

と同じ、そんなことを感じながら時々個性の話を

するときなどにこの筆が登場することがある。筆

先の他に、ちょっとゴムのハンコをつけてみると、

またその使いにくさが別の味わいになる。小枝な

どの部分をもっと細かく切ってハンコの軸にする

のもおもしろく、他に発想も広がると思う。こん

な筆を使っていると逆に普通の筆が使いにくいよ

うに見えてくるのも不思議なものだ。どこか壁に

飾ってみたり、置き物のようにしてインテリアに

もなる。短時間題材のひとつだが、生活の中の美

術として時々思い出したように制作の場を設けて

いる。

　今年度は６年生の修学旅行を引率することにな

っていたので、杉並木や雑木林の散策途中で何か

拾って帰ろうかと声をかけて、１人１本のオリジ

ナル筆をつくった。子どもたちは、でき上がりを

手に持って不思議そうに眺めていた。何かの折に

実際に使ってみてほしい。今までに図工クラブや

学級で何回か扱ってみたが、地域性と本人の興味

から生まれた不思議な形である。

　筆の良し悪しは素材探しで全てが決まる。どん

な枝でもよさそうに見えるが、大方は丈夫なもの

に限る。竹の根っこなどもおもしろい。私は海の

流木などが好きでよく拾ったりしたものだが、海

で拾える枝は塩で丈夫になっている。

　筆先は不要になった筆の頭部を使うのがよいが、

筆の太さや形などによっては筆先だけを購入でき

ると、扱いやすい。１本の枝や根っこから限りな
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く発想は広がる。どの地域でも気軽に実践できる、

暮らしに生きる造形活動である。同じ題材・素材

でも扱う人の感性の違いでいろいろと違った作品

が完成するだろうが、木の枝など自然物からの造

形活動はいいものだ。

①導入

　何本か事前に参考になる作品をつくったり、イ

メージを伝える完成品・写真・イラストなど工

夫をして導入時に発想をひろげるようにする。

②身近に散策などができる場所があるかどうか、

場所探し、素材探しをしておく。地域によって

はすぐ近くにもあるが、ない場合は教師側で流

木などを事前にたくさん用意しておくのもよい。

教材ボックスとして大きな箱を図工室に用意し

て置いておくと、日常の教材研究、新しい題材

に活用できる。

※以上①や②については、授業以外の場で扱う個

人的な課題としてもよい。

③筆先と軸（木の枝）の部分の接合の方法を考えな

がら筆になる全体のイメージをまとめる。完成

品のイメージは、拾った素材の形で決まってく

る。

※海や川の流木、また火山ガスの出る温泉地の樹

木の根っこなど、真っ白なものや曲がりのおも

しろい形がたくさんある。私は箱根の大涌谷な

どで硫黄で洗われたきれいな根っこを見たこと

がある。地域によって質や形の違った作品がで

きる。

④軸の部分と筆先部分の取りつけ、接合部分の削

りや接着、着色など個別に支援をしながら完成

させる。

※子どもたちは刃物の使い方、接着方法など基本

的なことを体験していないことが多いので、け

がに注意しながら具体的に作業を手伝うほうが

よい。

※用具（小刀、カッター、キリ、紙ヤスリ他）

　小型ナイフやカッターなど刃物の使い方、削り

方を知る。

※流木その他拾った枝などを、大きな箱（教材ボッ

クス）に集めておく。

※それぞれ接合部分は、材質や曲がりに工夫をす

ればほとんどの形が大丈夫だが、基本的には穂

先か軸かどちらかに組み込むこと。

⑤完成品はよく全体を見て不要な部分のカット、

筆のポイント部分を着色、彫り刻むなど手を加

えてみるのも楽しい。完成後最初に使うときは、

不思議な感触がある。個人的な話だが、私はこ

のところ普通の筆を使うことが少ない。

　身の周りの自然物から題材開発のヒントはたく

さんある。日頃から普通に表現に取り組む中で、

ときに目や心の位置を少し変えてみると気がつか

なかったものが見えてくる。表現に限らず私たち

の暮らしのほとんどが、本当はそうでなくてもよ

い部分を含んでいる。今私は、小さいゴム印の軸、

あれこれ拾い集めたゴミのような小枝や竹の切れ

はしを使って６年生に卒業記念のハンコを彫って

いる。

（みなみ　りゅういち）

　学校や地域の特性を生かした題材の開発がいろ

いろと工夫・実践される中で、造形遊び的に身近

な暮らしの道具などに目を向けると、楽しい表現

に出会うことがある。今回は身近な素材の木の枝

で何かできないだろうかと考えた。

　よく自然の中に樹木を観察していると、木の根

っこや枝の形、また小枝や木の葉などの形や色に

興味をひかれることが多い。そのきれいな形や不

思議な形などに、味わいを感じるのだ。目の前の

形を気に止めることがなければ通り過ぎてしまう

暮らしの中の自然との出会いである。

　もちろん、私も初めから木の枝を使った筆づく

りの発想ではなかった。偶然のアイデア作品のひ

とつである。

　筆、鉛筆など筆記用具のほとんどはまっすぐな

もので、変に曲がっていると普通は扱いにくい。

しかし、以前にどこかで曲がった鉛筆づくりを見

たことがある。くすの木など芯が抜きやすい木の

枝でちょっと工夫、おもしろい。造形作品として、

普通ならばこのような形にはならない、と思う決

まりのような常識が誰にでもあるものだから、そ

の鉛筆を持った感触は不思議なものだった。

　そんな体験もあったが、今回の筆づくりのきっ

かけはＰＴＡの奉仕作業のときのこと。日も暮れ

かけて作業の後始末のとき、グラウンドで何気な

く拾った１本の小枝でリアカーの中の残りのゴミ

をはたいていた。そのまま焼却しているはずの小

枝を持ちながら放課後の図工室に入った際、手洗

いと一緒にその小枝も洗ってしまった。そのとき、

子どもたちが使えなくなった筆の穂先だけ置いて

あるのが目に入った。そこでこの筆の頭と枝をく

っつけてみようか、と変な筆を思いついた。図工

室のナイフで必要のない部分を削ったり紙ヤスリ

木の枝をひろって筆をつくろう

千葉県山武郡横芝町立大総小学校　南　隆一

1．はじめに

2．制作の手順

3．おわりに

～身近な素材からの短時間題材開発～

いろいろな形の筆
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　自分を伝え、他の人からの発信を受け止める。

人とのつながりの中で、言葉以上にその人となり

が心に届く手段として、ビジュアルの力はとても

有効である。美術の時間を通して育てたい力とは、

そんな視覚を通じてのイメージの交流の能力だと

思う。美術館では作品を通じて、作者の人間性や

心の動きといったものに共感し、観る人を立ち止

まらせている。そこには描写力や、造形能力の優

劣は存在しない。飾りの無い素直な自己表現こそ

が、観る人の心を揺さぶっている。世代、人種、

国籍や言葉の壁を超えたビジュアルコミュニケー

ションは、これからの国際社会において、もっと

重要視されていってもよい、国際交流の手段とい

う側面もある。

　教育現場だからといって、作品の優劣や造形能

力を高めることを目的とする内容より、生徒一人

ひとりの伝えたい想いが自分らしい造形的な表現

スタイルと結びついてこそ、本当のアートとして

の豊かさが実感できるのではないだろうか。

　これは、上記のような本校美術科の考えの中で、

教育実習の大学生が題材を発案、実践した「マイ

ロゴデザイン」をもとに実施年度を変えて発展さ

せたものである。生徒がイニシャルという条件設

定の中で自分自身を視覚化し、着るものを介して

それとなく相手に発信する、という作品づくりを

通して、デザインを学習し、さらにアートを生活

の中に活かす楽しさを味わってもらおうという内

容でもある。

（１）初年度の展開（２学年）６時間　

①生徒が自分のイニシャルという制限の中で、文

字の特徴やおもしろさを発見する。
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②自分の嗜好や人柄など、自分らしさを造形的に

文字と絡めて表現する。

③作品例や資料をもとに、形のよさや美しさを追

求する。

④アクリルカラーや、身近なマーカーで仕上げる。

（２）次年度の展開（３学年）６時間

①１年前の作品と再会し、その時の自分自身と活

動を振り返る。

②ＣＧでそれを再現することを試みるなかで、ソ

フトやツールの使い方を学習する。

③コンピュータならではの使い勝手のよさを体験

しながら、新たな発想を盛り込み、新しいマイ

ロゴデザインを作成していく。そのなかで、画

面全体に及ぶアート作品に発展したり、イニ

シャルが可読性を失っていっても、それを本人

の作品のテイストとしてそのまま追求させる。

④Ｔシャツプリントとして使用することが前提だ

が、着ることを意識させすぎないように留意す

る。

（３）アイロンプリント時の授業内容

①主な活動

　生徒が持参した無地のＴシャツに、アイロン転

写用にプリントアウトされた作品を転写する。さ

らに発表会のために、プリントデザインに調和し

たプライスタグ風の名札も作成する。

（４）評価

・自分のイニシャルの形をきっかけに文字の形の

おもしろさや、形の特徴を感じ取り造形活動の

発想や構想に生かしているか。

・ＣＧの有利性を生かし、造形美につなげようと

しているか。

・Ｔシャツプリントのデザインに興味を持ち、で

き上がりに達成感を感じているか。

・Ｔシャツのタグづくりに意欲的に取り組み、調

和したデザインを目指したか。

　デザインの学習が、肝心の「使う」場面がない

まま終了してしまうことが、これまでの自分の授

業で多くあった反省から、できるだけ役に立つ「ホ

造 形 プ ラ ザ

ンモノ感」を得られる内容を心がけている。デザ

イン活動の本質がそこにあると思うからである。

　自分らしさを伝えたい、という子どもらしい素

直な願いがこの題材の出発点である。しかし、た

だ生徒たちの自由に任せきりの活動になってし

まったら、教師の関わりが希薄になってしまい、

表現を深めることができなくなってしまうと思う。

場面場面でいかに生徒に揺さぶりをかけ、「仕掛

け」を用意するかが授業としての醍醐味である。

渡された転写プリントを生徒が自分のアイロンが

けによって、白いシャツに写した瞬間、本人と周

りからも「おおっ」と、声があがる。そんな「心

躍る」場面を仕組んでいきたいと思っている。

（くりた　つとむ）

○第29回　児童造形教育研究集会

「なぜ、学校で造形活動をするの？」

「マイアートＴシャツ」
～　子どもから始まる造形活動への教師の仕掛け　～

1．人と人をつなぐ
　　ビジュアルコミュニケーション

2．「マイアートＴシャツ」

道
　
具

材
　
料

アイロンやマット等

転写用道具一式 

はさみ、カッター  

転写用プリント

タグ用紙、タコひも

安全ピン

無地のＴシャツ　

つくりかけのタグ

簡単な描画材料

教　　師  生　　徒

3．おわりに

使用する主な道具・材料

生徒のデザイン例（CGにて）

夏の研究会のご案内

日　時：平成17年８月８日（月）

会　場：国立オリンピック記念青少年総合センター（東京・小田急線　参宮橋駅より徒歩７分）

主　催：児童造形教育研究会

内　容：全体会

　　　　講演「ゲーム脳の恐怖」（仮称）　　講師：医学博士　森昭雄先生

　　　　実技研修・ざっくばらん討論

問合せ：〒111‐0051　東京都台東区蔵前3‐20‐2　クレパスビル内

　　　　児童造形教育研究会事務局

　　　　tel・03（3862）3937　fax・03（3862）3905

東京学芸大学附属竹早中学校　栗田　勉
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　とたんに、種村季弘先生のお姿が消えたのであ

る。生前から徘徊癖のある方ではあったが、なに

しろこの世の人でないから、始末がわるい。

　死んだ人がいなくなったと言って、だれが相手

にしてくれるだろう。あたり前の話ではないか！

　ため息ついて、吾輩は、あてもなく波止場に向

かって歩き始めたのである。

　ぶうと汽笛がなって、「温泉連絡船」が合図をし

ている。

　おっと、合点。吾輩は、係員にどなられながら、

改札口を駆け抜け、３メートルほどジャンプして、

連絡船に飛び乗ったのである。混み合った階段を

駆けのぼり、裸になって、温泉にとび込むと、や

っぱり。

　「先生、ひどいじゃありませんか。」

　「ああ、いい湯だにゃあ。」

　「天下一、びっくり温泉の湯ですからね。」

　「ああ、いい眺めだにゃあ。こんな仕掛けは、地

獄にもないにゃあ。」

　おおきな夕陽が、関門海峡のむこうの、下関の

そのまたむこうの日本海に、ゆらゆら沈む。湯舟

のなかで、じいちゃんもばあちゃんも、とうちゃ

んもかあちゃんも、にいちゃんもねえちゃんも、

坊ちゃんも嬢ちゃんも、金色に染まって、微笑ん

でいる。

　「極楽、極楽。」

　地獄から来られた種村先生も、ご満悦である。

　どんぶらこ、どんぶらこ、「温泉連絡船」は関門

海峡を渡って、体が心からあたたまったころ、唐

戸についた。

　「さあて、フグでも食って、当たって死んだら地

獄に帰るか。日清戦争の講和条約の談判で有名な

春帆楼はどうだい。」

　「先生、いやに景気がいいですね。」

　「金なら僕にまかせにゃさい。」

　生前は、むろん貧乏にはお見受けしなかったが、

まっとうな文筆稼業。雑誌の取材ででもなければ、

１人５万円のフグ料理を召し上がる方には見えな

かったのである。

　さては先生、警察当局の目の届かない地獄に行

かれて、生前薀蓄を極められた錬金術を、実地に

応用されているのではあるまいか。

　しかし、春帆楼５万円と聞いて、さすがの先生

も呆れはて、唐戸の町中のフグ料理店を巡ってみ

ると、３万円、２万円、１万円。いちばん安いの

で６千８百円か！

　「高い高い。賽銭貯めて、食える代物じゃにゃい

ね。」

　下関駅近くのキムチ町市場は、朝鮮の人びとの

市場である。下関には、朝鮮の人が多いのである。

　「釜山のチャガルチ市場みたいだにゃ。生きてる

時には、下関から連絡船に乗って、よく行ったも

のだよ。」

　魚や野菜や果物や肉や乾物が、ひとつ鍋の中で、

煮えたぎっているような町である。

　屋台で、ビビンパブとカルビタンを食べた。ど

んぶりでマッコリを飲んだ。

　おなかいっぱいになったら、こころが天国にな

った。裸電球がお星様みたいに輝いて、天使が２

人、歌い踊っている。

（つづく）「キムチ町いのちまち」

カボチャドキヤ国立美術館へのご招待�

「ふぐは食いたし金はなし」
カボチャドキヤ国立美術館館長　トーナス・カボチャラダムス�

連 載� 第3回�
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　図画工作科は、絵を描いたり、ものをつくった

りする造形活動で、自己表現を大切にする教科で

す。見て感じる力を培い、造形的な発想や構想の

能力・感性などを養い、心豊かに表現する力を育

てていくことが課せられています。

　昭和51年６月25日に、

造形ピックア
ップ�

　…というお誘い文を発起人５名の先輩の先生方

が各学校の図工主任に呼びかけられて、この会が

始まりました。以後、毎年テーマを掲げ、実践や

子どもの作品を通して、取り組みや指導などを熱

く語ったり、市立美術館で鑑賞したりして、研修

を続け今日に至っています。

　年度末には、研究実践、美術教育に対する考え

や提案、入会して思うことや希望すること、美術

展を訪ねて、雑感、随筆、芸術図書の紹介等を綴っ

て、会誌「ざっくばらん」を発行してきました。

　

　

　

　

　

　

　

　振り返れば28年間、有志数人で始まった会が、

今日まで継続してきた原動力は何でしょうか。

　子どもは、本来絵を描くことが好きです。描く

ことに熱中し、描くことによって自分を主張して

います。子どもの興味・驚き・喜び…１枚の絵は、

子どもの心を物語っています。

　子どもの絵は、子どもの姿です。あるときは、

ゆったりと、あるときは、鋭いタッチ。色も形も、

筆の運びも、すべて子どもの主張です。

　私たちはその主張を聞きもらしてはなりません。

私たちは、もっと子どもの絵を知りたい、もっと

子どもの心とかかわりたい、そんな願いを持って

集まっています。 （おかむら　あきこ）

これまでの冊子のバックナンバー

下関子どもの絵を考える会のあゆみ
山口県下関市立王江小学校　岡村　明子

　終戦後、子どもの絵は、すばらしい飛躍をし

たといわれます。しかし、現在、子どもの絵は

つまらなくなったといわれます。自由さがなく

なったともいわれます。類型的になったともい

われます。

　一方、指導者の立場に立ったとき、子どもの

絵の中で伸ばすものは何か、指導すべきものは

何か、相変わらず、混沌としています。このこ

とは下関においても全く同様で、子どもの絵を

見て悩み、指導で立ち往生してきました。私た

ちが持っている問題や悩みを単にそれで終わ

らせるのではなく、同志が集まり、たとえ歩み

はわずかであっても少しずつ前進し、解決し

て、生き生きした子どもの絵が生まれるように

していきたいと思い、「子どもの絵を考える

会」を発足させることにしました。１名でも多

くの方の参加をお待ちしています。毎月１回、

第３土曜日、午後２時から会合を持つことにし

ています。

　本年度は、まず、線で描く絵（特に人物）を中

心に話を進めていきたいと思います。線で描く

絵は、幼児の時から始まり、子どもたちの身近

な存在ですし、ある意味においては、絵画表現

の基礎ともいえましょう。一方、指導の立場か

ら考えると内容豊かな絵にするための一手だ

てかもしれません。しかしながら、現実を考え

ますと、子どもたちは、すごい抵抗を感じてい

ますし、発達段階に即応した表現も見られませ

ん。対象を見る目、表現する力が備わっていな

いからでしょう。子どもたちは、どのような問

題を持っているのか、どのような指導の手だて

があるのかを、考えていきたいと思います。

　そこで先生方の持っておられる問題や貴重

な体験をお聞かせ願い、今後の研究や話し合い

の指針としたいと思います。

下関子どもの絵を考える会「ざっくばらん」事務局


